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【はじめに】

　2001 年 1 月 に本格稼動した東 ア ジ ア 酸性雨 モ ニ タリ ングネ ッ トワーク（EANET ）の 観測 により、当該地域

の 降水化学が明 らか に され つ つ ある。 こ こ で は バ イカル 湖周 辺 に あ る Mondy 、1．istVjanka 、　 Irkutskの降水

化学を酸一塩基 の 観点から考察した 。 さ ら に こ れ ら 3 地点が、それぞ れ 遠 隔地 、田 園地域 、都市域 と分類さ

れ て い るの で 、Mondy は い わゆる広域 なバ ッ クグラ ン ド、　 Irkutskは都市 とい うホ ッ トス ポ ッ トを代表し、

IristVianka はそ の 中間域の 意義があるとの 階層構造 を仮定 したデー
タの解釈を試みた。

【方法 】

　解析デ
ー

タは、当該地点 に対する EANET の 2000 年 1 月 3H 〜2006 年 12 月 31 日の デ
ー一

タで 、い ずれ も

降水時開放型捕集装置 （wet
−
only 　salnpler ）で、　

一
日単位 で 捕集さ れた試料に よ る もの で あ る。

【結果 と考察】

　 3 地点の 日 単位 の データ に対し pH 　vs 　pA、
★
プロ ッ トを作成 した （図 1）。　Mondy 、　 Listvjanka．　 lrkutskそ

れぞれ の pAi は 4 − 6、4 − 5、3 − 4．5 の 範囲 と み な す こ とが で き、遠 隔地、田 園地域、都市域の 順 に低 ドし

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8た。同様に pH を見る と、そ れぞれ 4，7− 7 程度、4．3 − 7程度、4− 8

程度 と広い 幅 に出現 した。こ れは中和を受ける前の もとの 酸 の 濃度が

前述の 順 に増加 し、塩基の そ れ の 変動幅が増加 した と考え られる。

　こ の 中 和 の 程 度 を 分 率 酸 性 度 （fractional　 acidity ，

【H ＋11（【nss ・SO42．1＋ 【NO3
’
］）で 表 し、そ の 度数分布 を見る と前述の

順に中和が進ん で い る こ とが示 された。

　また、 こ の 降水化学で 主 要な酸 と塩基 を硫酸 、 硝酸 、 ア ン モ ニ

ア 、炭酸 カル シ ウ ム と仮定 し、そ の 濃 度 を代表する nss
−SO42．、

NO3
’
、　nss ・Ca2＋ 、　N 　I4＋の それ らの 度数分布か ら、代表する酸や塩

基 の濃度 も前述の順で 増加する と思 われた 。

　これ らを踏 まえて 、水素イオ ン濃度を含む 5 種 の 濃度 を、以下 の 階

層構造が評価で きるように表現した （図 2 ）：ホ ッ トス ポ ッ トの 濃度

モ

の うち、バ ッ クグラ ン ドが基本 にあ り、そ の 上 に 団園地域 に対応する 濃

度が重な り、さ らにそ の 上 に ホ ッ トス ポ ッ トに 起因す る 濃度 が 重 な る。

　バ ッ クグラ ン ドで は、酸 は硫酸 が 硝酸の 2 倍、塩基は ア ン モ ニ ア と炭
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図 1　 極東ロ シ ア 3地 点 にお け る

pA ，に対する pH の 関係

酸カル シ ウムがほぼ同等。田園地域 で は、こ の ヒに硫酸と炭酸カル シ ウム が そ の 2倍近 く乗 る。ホ ッ トスポ

ッ トで は さ ら に こ の 傾 向が強 ま り、硫酸と炭酸カル シ ウム がさらに乗 っ て い る よ う な構造が示唆 される。
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図 2　極東 ロ シ ア 3地 点 にお け るイ オ ン濃度の 階層的相対値

tpAi
　＝

−log（［nss −SO42’］＋ ［NO3 −
］）で 定義される量で 、塩基によ る 中和が起 こ る前 の p且 の 見積りに相当する。
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